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児
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試
論

廣
瀬　

玲
子

は
じ
め
に

元
雑
劇
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
は
春
秋
時
代
の
晋
を
舞
台
と
す
る
復
讐
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
十
八
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
っ
て
翻
訳
・
翻

案
さ
れ（

（
（

、
近
年
中
国
で
映
画
が
制
作
さ
れ
る
な
ど
、
空
間
と
時
間
を
超
え
て
受
容
さ
れ
て
き
た
、
中
国
伝
統
演
劇
の
な
か
で
は
稀
有
な
作

（
1
（　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
後
藤
末
雄
﹃
中
国
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
﹄
全
二
巻
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
九
年
（

［
底
本
は
﹃
改
訂
増
補
中
国
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
﹄（
養
徳
社
、
一
九
五
六
年
（、
初
版
本
は
﹃
支
那
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
﹄（
第
一
書
房
、
一
九
三

三
年
（］
の
第
一
巻
二
四
九
―
二
五
〇
頁
、
第
二
巻
九
五
―
一
二
五
頁
に
詳
し
い
（
た
だ
し
中
国
演
劇
に
つ
い
て
の
記
述
に
は
誤
解
も
見
ら
れ
る
（。
第

一
巻
末
尾
の
﹁
解
説
﹂（
島
田
謹
二
（
も
三
三
九
―
三
四
四
頁
で
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
の
受
容
に
つ
い
て
補
説
し
、
英
語
に
よ
る
翻
案
に
も
論
及
し
て
い

る
。
范
希
衡
﹃︽
趙
氏
孤
児
︾
与
︽
中
国
孤
児
︾﹄（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
［
一
九
六
五
年
完
稿
］（
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
よ
る
翻
案
（
一

七
五
五
年
に
パ
リ
で
上
演
（
と
の
比
較
研
究
で
あ
る
。
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品
で
あ
る（

（
（

。
本
稿
で
は
、﹁
趙
氏
孤
児
﹂
が
、
歴
史
記
述
に
す
で
に
具
わ
っ
て
い
た
演
劇
的
要
素
を
踏
ま
え
つ
つ
、
細
部
の
合
理
化
を
図

り
、
人
物
の
設
定
を
変
更
し
て
、
演
劇
な
ら
で
は
の
表
現
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い（

（
（

。

﹁
趙
氏
孤
児
﹂
に
は
元
刊
本
と
元
曲
選
本
が
伝
わ
る
。
元
刊
本
は
曲
文
の
み
で
せ
り
ふ
が
な
い
た
め
筋
が
た
ど
り
が
た
い
が
、
ほ
ぼ
同

じ
構
成
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
元
刊
本
が
お
そ
ら
く
復
讐
を
決
意
す
る
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
元
曲
選
本
に
は

第
五
折
が
付
加
さ
れ
、
孤
児
が
復
讐
を
果
た
し
て
趙
氏
が
か
つ
て
の
地
位
を
回
復
す
る
場
面
が
演
じ
ら
れ
る
。
お
お
よ
そ
の
流
れ
は
一
致

す
る
の
で
、
ま
ず
は
元
曲
選
本
に
基
づ
き
、
あ
ら
す
じ
を
示
そ
う
。

晋
の
霊
公
の
時
代
、
武
官
の
屠
岸
賈
と
文
官
の
趙
盾
が
対
立
し
、
屠
岸
賈
は
趙
盾
を
殺
そ
う
と
す
る
が
何
度
か
失
敗
し
た
の
ち
、

趙
氏
一
族
三
百
人
を
誅
殺
し
た
。
趙
盾
の
息
子
の
趙
朔
は
公
主
（
霊
公
の
娘
（
の
夫
で
あ
る
た
め
生
き
残
っ
た
が
、
屠
岸
賈
は
霊
公

の
命
と
い
つ
わ
っ
て
自
害
を
強
要
す
る
（
楔
子
（。

公
主
は
こ
の
と
き
妊
娠
し
て
お
り
、
男
子
を
生
ん
で
、
出
入
り
の
医
者
の
程
嬰
に
託
し
た
の
ち
縊
死
す
る
。
程
嬰
は
孤
児
を
薬
箱

に
隠
し
て
運
び
だ
そ
う
と
し
、
屠
岸
賈
の
命
令
で
や
し
き
の
門
を
見
張
る
韓
厥
に
つ
か
ま
る
が
、
韓
厥
は
二
人
を
逃
が
し
て
自
刎
す

る
（
第
一
折
（。

孤
児
が
逃
げ
た
と
知
っ
た
屠
岸
賈
は
生
後
一
月
か
ら
半
年
ま
で
の
嬰
児
の
皆
殺
し
を
図
る
。
程
嬰
は
、
公
孫
杵
臼
（
趙
盾
と
と
も

に
霊
公
に
仕
え
た
が
、
致
仕
し
て
太
平
庄
に
隠
居
（
と
相
談
し
て
、
自
分
の
子
を
孤
児
に
偽
装
す
る
計
略
を
立
て
る
（
第
二
折
（。

程
嬰
は
我
が
子
を
太
平
庄
に
届
け
た
あ
と
、
屠
岸
賈
に
公
孫
杵
臼
が
孤
児
を
か
く
ま
っ
て
い
る
と
密
告
す
る
。
公
孫
は
拷
問
を
受

け
て
も
知
ら
ぬ
ふ
り
を
す
る
が
、
赤
子
が
見
つ
か
っ
て
殺
さ
れ
、
公
孫
は
自
殺
す
る
。
屠
岸
賈
は
程
嬰
に
感
謝
し
、
程
嬰
の
子
（
実

は
孤
児
（
を
義
子
と
す
る
（
第
三
折
（。
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二
十
年
が
経
ち
、
孤
児
は
程
嬰
の
子
程
勃
、
屠
岸
賈
の
義
子
屠
成
と
い
う
二
つ
の
名
を
持
つ
文
武
両
道
の
若
者
に
育
つ
。
程
嬰
か

ら
絵
巻
物
を
見
せ
ら
れ
、
自
分
が
趙
氏
孤
児
だ
と
知
る
（
第
四
折
（。

程
勃
（
孤
児
（
が
屠
岸
賈
を
待
ち
伏
せ
し
て
捕
え
、
上
卿
の
魏
絳
に
よ
っ
て
刑
罰
が
宣
告
さ
れ
る
。
孤
児
は
趙
武
と
名
の
っ
て
地

位
を
回
復
し
、
程
嬰
や
功
労
の
あ
っ
た
死
者
は
顕
彰
さ
れ
る
（
第
五
折
（。

忠
臣
対
奸
臣
の
対
立
か
ら
、
奸
臣
に
よ
る
忠
臣
の
一
族
皆
殺
し
、
一
人
生
き
残
っ
た
孤
児
の
救
出
、
成
長
し
た
孤
児
へ
の
真
実
の
告

知
、
そ
し
て
復
讐
と
、
二
十
年
の
長
き
に
わ
た
る
壮
大
な
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
趙
盾
と
屠
岸
賈
は
最
初
か
ら
﹁
文
﹂
対
﹁
武
﹂、﹁
忠
臣
﹂
対

﹁
奸
臣
﹂、﹁
善
﹂
対
﹁
悪
﹂
の
構
図
の
も
と
に
あ
り
、
た
と
え
ば
、
趙
盾
が
ど
の
よ
う
に
忠
良
で
あ
る
の
か
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
屠
岸
賈
も
ひ
た
す
ら
趙
盾
を
憎
ん
で
一
族
を
殺
そ
う
と
す
る
も
の
の
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
憎
む
の
か
、
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な

い（
（
（

。
こ
の
二
人
お
よ
び
趙
朔
・
趙
武
に
つ
い
て
は
、
人
格
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
描
か
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
2
（　

同
じ
題
材
に
よ
る
作
品
に
は
、
宋
元
南
戯
（
徐
渭
﹃
南
詞
叙
録
﹄
宋
元
旧
篇
の
題
目
リ
ス
ト
に
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
（、
明
伝
奇
﹃
八
義
記
﹄、
地
方
劇

な
ど
が
あ
る
。

（
3
（　

日
本
に
お
け
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
竹
治
貞
夫
﹁
元
曲
趙
氏
孤
児
の
構
成
﹂（﹃
徳
島
大
学
学
芸
紀
要
人
文
科
学
﹄
3
、
一
九
五
三
年
（、
蘇
英

哲
﹁
元
曲
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
の
悲
劇
的
性
格
に
つ
い
て
﹂（﹃
大
正
大
学
研
究
紀
要　

仏
教
学
部
・
文
学
部
﹄
72
、
一
九
八
六
年
（、
赤
松
紀
彦
﹁
趙
氏
孤

児
劇
小
論
―
元
雑
劇
に
於
け
る
﹁
悲
劇
﹂
の
一
断
面
―
﹂（﹃
金
沢
大
学
教
養
部
論
集　

人
文
科
学
篇
﹄
25
―
1
、
一
九
八
七
年
（、
林
雅
清
﹁
中
国
と

日
本
の
復
讐
劇
に
お
け
る
死
の
描
写
―
―
元
曲
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
劇
と
﹃
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
﹄
を
例
に
―
―
﹂（﹃
京
都
文
教
短
期
大
学
研
究
紀
要
﹄
52
、

二
〇
一
四
（
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
後
藤
裕
也
・
西
川
芳
樹
・
林
雅
清
編
訳
﹃
中
国
古
典
名
劇
選
﹄（
東
方
書
店
、
二
〇
一
六
年
（
に
全
訳
が
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
引
用
箇
所
の
翻
訳
は
廣
瀬
に
よ
る
。
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一
方
で
、
強
い
意
志
に
も
と
づ
く
行
動
が
際
立
つ
の
は
程
嬰
・
韓
厥
・
公
孫
杵
臼
、
お
よ
び
過
去
の
出
来
事
と
し
て
そ
の
行
為
が
何
度

も
言
及
さ
れ
る
鉏
麑
・
霊
輒
・
提
弥
明
ら
、
正
義
の
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
立
場
や
職
務
も
顧
み
ず
、
直
面
し
た
状
況
の
も
と
で

何
を
す
る
の
が
正
し
い
の
か
を
判
断
し
、
行
動
す
る
。
こ
の
傾
向
は
、
歴
史
書
の
記
述
に
も
見
ら
れ
る
が
、
戯
曲
で
は
さ
ら
に
強
調
さ
れ

る
。

一　

歴
史
書
の
記
述

ま
ず
、
本
劇
の
も
と
と
な
っ
た
歴
史
書
の
記
述
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄（
以
下
﹃
左
伝
﹄
と
略
す
（
や
﹃
史
記
﹄
晋
世
家
・
趙
世
家
に
よ
れ
ば
、
晋
の
霊
公
は
倨
傲
な
る
暴
君
で
趙
盾
が
諫
め

て
も
聞
き
入
れ
ず
、
趙
盾
を
殺
そ
う
と
す
る
。
趙
盾
は
他
国
へ
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
、
国
境
を
越
え
る
前
に
一
族
の
趙
穿
が
霊
公
を
殺
し

た
た
め
、
史
官
に
﹁
趙
盾
、
そ
の
君
を
弑
す
﹂
と
記
さ
れ
た
（
霊
公
十
四
年
、
伝
、B

.C
.607

（。

霊
公
の
あ
と
を
次
い
だ
の
は
成
公
、
そ
の
あ
と
が
景
公
で
あ
る
。﹃
史
記
﹄
趙
世
家
に
よ
れ
ば
、
こ
の
景
公
の
時
代
に
屠
岸
賈
と
趙
朔

（
趙
盾
の
子
（
が
対
立
し
、
屠
岸
賈
は
、
か
つ
て
君
主
を
弑
し
た
賊
が
い
た
こ
と
を
口
実
と
し
て
、
趙
氏
一
族
を
滅
ぼ
し
た
（
景
公
三

年
、B

.C
.597

（（
（
（

。
趙
朔
も
殺
さ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
妻
（
成
公
の
姉
（
は
妊
娠
し
て
お
り
、
程
嬰
（
趙
朔
の
友
人
（
は
公
孫
杵
臼
（
趙
朔

の
食
客
（
と
相
談
し
て
孤
児
を
か
く
ま
う
。
十
五
年
後
（
景
公
十
七
年
、B

.C
.583

（
に
景
公
が
病
に
か
か
り
、
占
う
と
、
祀
り
の
絶
え

た
者
の
祟
り
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
る
。
孤
児
（
趙
武
（
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
韓
厥
は
、
景
公
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
て

将
軍
た
ち
を
味
方
に
つ
け
、
彼
ら
は
程
嬰
・
趙
武
と
と
も
に
屠
岸
賈
を
攻
め
て
そ
の
一
族
を
滅
ぼ
す（

（
（

。
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（
4
（　

楔
子
の
冒
頭
で
屠
岸
賈
が
登
場
し
た
と
き
の
せ
り
ふ
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

某
乃
晋
国
大
将
屠
岸
賈
是
也
。
俺
主
霊
公
在
位
、
文
武
千
員
、
其
信
任
的
只
有
一
文
一
武
。
文
者
是
趙
盾
、
武
者
即
某
矣
。
俺
二
人
文
武
不

和
、
常
有
傷
害
趙
盾
之
心
、
争
奈
不
能
入
手
。

ま
た
、
第
一
折
の
程
嬰
の
せ
り
ふ
に
は
、﹁
想
趙
盾
晋
室
賢
臣
、
屠
岸
賈
心
生
嫉
妬
﹂
と
あ
る
。
趙
盾
は
本
劇
の
登
場
人
物
で
は
な
く
、
終
始
、
他

の
人
物
に
よ
っ
て
そ
の
名
が
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
歴
史
書
で
は
趙
盾
は
必
ず
し
も
文
官
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
5
（　

同
じ
﹃
史
記
﹄
で
あ
っ
て
も
晋
世
家
に
は
屠
岸
賈
へ
の
言
及
は
な
く
、
景
公
十
七
年
（B

.C
.583

（
の
出
来
事
と
し
て
次
の
よ
う
な
簡
単
な
記
述

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
趙
武
は
嫡
子
で
は
な
く
庶
子
で
あ
る
。

十
七
年
、
誅
趙
同
趙
括
、
族
滅
之
。
韓
厥
曰
、
趙
衰
趙
盾
之
功
豈
可
忘
乎
、
柰
何
絶
祀
。
乃
復
令
趙
庶
子
武
為
趙
後
、
復
与
之
邑
。

晋
世
家
の
こ
の
記
述
は
、﹃
左
伝
﹄
成
公
八
年
（B

.C
.583

（
の
経
に
﹁
晋
殺
其
大
夫
趙
同
趙
括
﹂
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。﹃
左
伝
﹄
に
も
屠
岸
賈

は
ま
っ
た
く
登
場
せ
ず
、
伝
に
は
別
の
原
因
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
韓
厥
の
進
言
に
よ
り
趙
武
を
後
継
者
と
す
る
の
は
共
通
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
歴
史
書
の
記
述
が
す
べ
て
事
実
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
掲
（
注
3
（
の
竹
治
論
文
は
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

屠
岸
賈
を
敵
役
と
す
る
こ
の
劇
的
事
件
が
、
史
実
と
し
て
疑
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
清
の
趙
翼
が
其
の
矛
盾
を
挙
げ
て
駁
し
、

又
左
氏
会
箋
も
九
个
条
の
謬
を
指
摘
し
て
、
之
を
小
説
家
言
に
属
す
る
も
の
と
し
て
い
る
（
十
二
頁
（。

趙
翼
の
議
論
は
﹃
陔
餘
叢
考
﹄
巻
五
﹁
趙
氏
孤
之
妄
﹂
の
条
に
、﹃
左
氏
会
箋
﹄
の
指
摘
は
巻
十
二
の
成
公
八
年
の
箋
に
見
ら
れ
る
。

（
6
（　

韓
厥
・
公
孫
杵
臼
・
程
嬰
に
つ
い
て
は
﹃
新
序
﹄﹃
説
苑
﹄
に
も
記
載
が
あ
り
、
前
者
で
は
﹁
節
士
﹂（
巻
七
（
の
話
、
後
者
で
は
﹁
復
恩
﹂（
巻

六
（
の
話
の
一
つ
と
し
て
収
録
す
る
。

再
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二　

ド
ラ
マ
へ
の
脱
皮

雑
劇
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
は
、
歴
史
的
に
は
景
公
の
時
代
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
霊
公
の
時
代
に
移
動
さ
せ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
趙
盾
・
趙
朔

を
殺
そ
う
と
す
る
の
は
霊
公
で
は
な
く
、
一
貫
し
て
屠
岸
賈
で
あ
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
特
に
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。

舞
台
が
霊
公
の
時
代
に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
族
の
者
が
霊
公
を
弑
し
た
か
ら
と
い
う
理
由
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い（
（
（

。そ
の
他
の
細
部
に
つ
い
て
も
歴
史
書
と
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
差
異
が
存
在
す
る
。
と
い
う
よ
り
、
歴
史
書
の
記
述
に
は
そ
も
そ
も
細

部
と
言
え
る
も
の
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
母
親
の
も
と
か
ら
孤
児
を
連
れ
出
し
た
の
か
、
趙
朔
の
友
人
で
あ
っ
た
程
嬰

の
裏
切
り
が
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
、
程
嬰
が
真
の
孤
児
と
と
も
に
山
中
に
隠
れ
て
い
て
怪
し
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
か
な
ど
、
い
ず
れ
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
書
に
は
そ
れ
ら
を
想
像
で
補
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
司
馬
遷
の
記
述
は
収
集
し

た
資
料
に
忠
実
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
（
し
か
し
無
理
に
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
な
い
（
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
俳
優
が
演
じ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
る
戯
曲
に
お
い
て
は
、
上
演
に
と
っ
て
の
合
理
性
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
が
歴

史
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
細
部
の
具
体
的
な
表
現
と
な
る
の
で
あ
る（

（
（

。
以
下
、
ド
ラ
マ
の
展
開
に
沿
っ
て
そ
う
し
た
場
面
を
見
て
い
こ

う
。
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1　

自
死
す
る
人

　々

―
―

　

趙
朔
・
公
主
・
韓
厥

雑
劇
で
は
、
前
半
で
人
が
次
々
と
自
害
す
る
。
楔
子
で
趙
朔
が
自
死
を
迫
ら
れ
、
第
一
折
で
男
子
を
出
産
し
た
公
主
が
縊
死
す
る
ほ

か
、
韓
厥
も
自
刎
す
る
。﹃
史
記
﹄
趙
世
家
で
は
韓
厥
は
こ
の
あ
と
孤
児
が
復
讐
を
遂
げ
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ

る
か
ら
、
大
き
な
変
更
で
あ
る
。

人
物
の
死
は
演
劇
と
し
て
の
見
せ
場
で
も
あ
る
の
で
、
順
を
追
っ
て
引
用
し
よ
う
。
ま
ず
楔
子
に
お
け
る
趙
朔
の
死
で
あ
る
。
屠
岸
賈

は
趙
朔
の
元
へ
使
者
を
遣
わ
し
、
次
の
よ
う
な
い
つ
わ
り
の
君
命
を
伝
え
る（
（（
（

。

（
7
（　

こ
れ
に
付
随
し
て
、
趙
朔
の
妻
も
成
公
の
姉
か
ら
公
主
（
霊
公
の
娘
（
に
変
更
さ
れ
る
。

（
8
（　

霊
公
は
本
劇
の
登
場
人
物
で
は
な
い
が
、
せ
り
ふ
や
曲
辞
で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
。
元
曲
選
本
は
元
刊
本
に
比
べ
て
霊
公
へ
の
否
定
的
な
表
現

は
少
な
い
。
公
孫
杵
臼
の
曲
辞
﹁
正
遇
着
不
道
的
霊
公
、
偏
賊
子
加
恩
寵
、
著
賢
人
受
困
窮
﹂（
第
二
折
︻
南
呂
一
枝
花
︼（
が
唯
一
の
あ
か
ら
さ
ま
な

批
判
で
あ
る
。

（
9
（　

雑
劇
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
は
、
直
接
に
﹃
史
記
﹄
か
ら
取
材
し
た
と
い
う
よ
り
、
宋
元
の
語
り
物
な
ど
に
基
づ
く
可
能
性
も
あ
る
。
吉
川
幸
次
郎
﹁
元

雑
劇
研
究
﹂
下
篇
第
一
章
（﹃
吉
川
幸
次
郎
全
集
﹄
第
十
四
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
（（
二
〇
二
頁
（
や
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
前
掲
（
注
３
（
の

竹
治
論
文
は
、
明
代
に
﹃
東
周
列
国
志
﹄
と
し
て
結
晶
し
た
七
国
の
軍
談
に
取
材
し
た
と
断
定
し
て
い
る
（
十
頁
（。
本
稿
は
そ
の
可
能
性
を
認
め
つ

つ
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
現
存
す
る
﹃
史
記
﹄（
主
に
趙
世
家
（
と
比
較
す
る
。

（
10
（　

以
下
、﹁
趙
氏
孤
児
﹂
の
引
用
に
は
臧
晋
叔
編
﹃
元
曲
選
﹄
全
四
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
（
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。
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趙
朔
跪
者
、
聴
主
公
的
命
。
為
你
一
家
不
忠
不
孝
、
欺
公
壊
法
、
将
您
満
門
良
賤
、
尽
行
誅
戮
、
尚
有
餘
辜
。
姑
念
趙
朔
有
一
脈

之
親
、
不
忍
加
誅
、
特
賜
三
般
朝
典
、
随
意
取
一
而
死
。
其
公
主
囚
禁
在
府
、
断
絶
親
疏
、
不
許
往
来
。
兀
那
趙
朔
、
聖
命
不
可
違

慢
、
你
早
早
自
尽
者
。

趙
朔
、
跪
い
て
主
君
の
命
令
を
聴
け
。
お
ま
え
の
一
家
は
不
忠
不
孝
、
お
上
を
欺
き
法
を
無
視
し
た
か
ど
で
一
門
の
者
は
身
分
の

高
低
に
か
か
わ
ら
ず
悉
く
誅
滅
し
た
が
、
ま
だ
余
罪
が
あ
る
。
思
え
ば
趙
朔
と
は
親
族
と
し
て
の
い
さ
さ
か
の
関
わ
り
が
あ
る
ゆ

え
、
誅
殺
す
る
に
忍
び
ず
、
特
に
三
つ
（
弓
弦
・
薬
酒
・
短
刀
（
の
な
か
か
ら
自
ら
死
ぬ
方
法
を
選
ぶ
と
い
う
恩
典
を
与
え
よ
う
。

一
つ
選
ん
で
死
ぬ
が
よ
い
。
妻
の
公
主
は
や
し
き
に
幽
閉
し
て
親
疎
を
問
わ
ず
交
わ
り
を
断
ち
、
往
来
を
許
さ
ぬ
こ
と
と
す
る
。
こ

ら
趙
朔
、
君
命
で
あ
る
か
ら
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
な
ら
ぬ
。
早
く
命
を
絶
つ
の
だ
。

趙
朔
は
こ
う
し
て
自
害
を
迫
ら
れ
る
。
最
後
に
妻
の
公
主
と
言
葉
を
か
わ
し
、
復
讐
を
願
う
場
面
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

︹
旦
児
云
︺
天
那
、
可
憐
害
的
俺
一
家
死
無
葬
身
之
地
也
。︹
趙
朔
唱
︺

︻
幺
篇
︼
落
不
的
身
埋
在
故
丘
。

︹
云
︺
公
主
、
我
嘱
付
你
的
説
話
、
你
牢
記
者
。︹
旦
児
云
︺
妾
身
知
道
了
也
。︹
趙
朔
唱
︺

分
付
了
腮
辺
雨
涙
流
、
俺
一
句
一
回
愁
。
待
孩
児
他
年
長
後
、
着
与
俺
這
三
百
口
可
兀
的
報
寃
讐
。︹
死
科
下
︺

（
公
主
せ
り
ふ
（
天
よ
、
我
が
一
族
が
殺
さ
れ
、
身
を
葬
る
場
所
も
な
い
の
を
憐
れ
み
た
ま
え
。

（
趙
朔
う
た
（
身
は
故
郷
の
土
と
な
る
こ
と
も
な
く
、

 （
せ
り
ふ
（
妻
よ
、
お
ま
え
に
頼
む
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
よ
く
憶
え
て
お
い
て
お
く
れ
。（
公
主
せ
り
ふ
（
か
し
こ
ま
り
ま
し
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（
趙
朔
う
た
（
こ
と
づ
け
れ
ば
ほ
ほ
を
涙
が
流
れ
落
ち
、
一
言
ご
と
に
悲
し
み
が
募
る
。
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
な
ら
、
我
ら

三
百
人
の
た
め
に
必
ず
仇
を
討
た
せ
て
く
れ
。（
死
ぬ
し
ぐ
さ
、
退
場
（

趙
朔
は
短
刀
で
自
害
す
る
方
法
を
選
択
し
て
果
て
、
そ
の
遺
言
に
よ
っ
て
ド
ラ
マ
の
歯
車
が
回
り
始
め
る
の
で
あ
る
。

第
一
折
は
、
や
し
き
に
幽
閉
さ
れ
た
公
主
が
男
子
を
出
産
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
屠
岸
賈
は
下
将
軍
の
韓
厥
に
や

し
き
の
門
を
見
張
ら
せ
る
。
公
主
は
医
者
の
程
嬰
を
呼
ん
で
、
子
を
か
く
ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
す
る
が
、
程
嬰
に
は
懸
念
が
あ
る
。

︹
程
嬰
云
︺
公
主
請
起
、
仮
若
是
我
掩
蔵
出
小
舎
人
去
、
屠
岸
賈
得
知
、
問
你
要
趙
氏
孤
児
。
你
説
道
我
与
了
程
嬰
也
、
俺
一
家

児
便
死
了
也
罷
、
這
小
舎
人
休
想
是
活
的
。︹
旦
児
云
︺
罷
罷
罷
、
程
嬰
、
我
教
你
去
的
放
心
。︹
詩
云
︺
程
嬰
心
下
且
休
慌
、
聴
吾

説
罷
涙
千
行
。
他
父
親
身
在
刀
頭
死
、︹
做
拏
裙
帯
縊
死
科
云
︺
罷
罷
罷
、
為
母
的
也
相
随
一
命
亡
。︹
下
︺

（
程
嬰
せ
り
ふ
（
奥
方
、
お
身
体
を
お
起
こ
し
く
だ
さ
い
。
も
し
わ
た
し
が
ご
子
息
を
か
く
ま
っ
た
と
し
て
も
、
屠
岸
賈
が
気
づ

け
ば
奥
方
に
趙
氏
孤
児
を
求
め
る
で
し
ょ
う
。
奥
方
が
こ
の
程
嬰
に
渡
し
た
と
言
わ
れ
れ
ば
、
わ
た
し
の
一
族
が
死
ぬ
の
は
か
ま
わ

な
い
と
し
て
も
、
ご
子
息
も
生
き
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。（
公
主
せ
り
ふ
（
も
う
よ
い
、
程
嬰
よ
、
お
ま
え
を
安
心
さ
せ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。（
詩
（
程
嬰
、
心
を
煩
わ
せ
ず
と
も
よ
い
、
わ
た
し
が
話
し
終
わ
る
の
を
聴
け
ば
涙
が
あ
ふ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
子
の
父

親
は
刃
に
死
ん
だ
、（
ス
カ
ー
ト
の
紐
で
く
び
れ
死
ぬ
し
ぐ
さ
を
し
て
（
も
う
よ
い
、
母
た
る
わ
た
し
も
命
を
捨
て
て
お
供
し
ま
し

ょ
う
。（
退
場
（

こ
う
し
て
公
主
は
縊
死
す
る
の
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
秘
密
を
も
ら
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
れ
が
程
嬰
の
、
延
い
て
は
孤
児
の

命
を
奪
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
程
嬰
は
孤
児
を
薬
箱
に
入
れ
て
運
び
出
そ
う
と
す
る
。
や
し
き
の
門
に
は
韓

厥
が
い
て
孤
児
を
見
つ
け
る
が
、
程
嬰
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
聞
い
て
見
の
が
す
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
程
嬰
は
な
か
な
か
そ
の

再
演
さ
れ
る
ド
ラ
マ

　

─
─

　

元
雑
劇
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
試
論

― 47 ―



場
を
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ず
、
怪
訝
に
思
う
韓
厥
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

︹
程
嬰
云
︺
将
軍
、
我
若
出
的
這
府
門
去
、
你
報
与
屠
岸
賈
知
道
、
別
差
将
軍
趕
来
拏
住
我
程
嬰
、
這
箇
孤
児
万
無
活
理
。
罷

罷
罷
、
将
軍
、
你
拏
将
程
嬰
去
、
請
功
受
賞
。
我
与
趙
氏
孤
児
、
情
願
一
処
身
亡
便
了
。︹
正
末
云
︺
程
嬰
、
你
好
去
的
不
放

心
也
。︹
唱
︺

︻
酔
扶
帰
︼
你
為
趙
氏
存
遺
胤
、
我
於
屠
賊
有
何
親
。
却
待
要
喬
做
人
情
遣
衆
軍
、
打
一
箇
回
風
陣
。
你
又
忠
我
可
也
又
信
、
你

若
肯
捨
残
生
、
我
也
願
把
這
頭
来
刎
。

（
程
嬰
せ
り
ふ
（
将
軍
、
わ
た
し
が
こ
の
や
し
き
の
門
を
出
て
、
お
ま
え
が
屠
岸
賈
に
知
ら
せ
た
ら
、
別
に
将
軍
を
差
し
向
け

て
こ
の
程
嬰
を
捕
え
さ
せ
、
こ
の
孤
児
も
決
し
て
生
き
て
は
い
ら
れ
ま
い
。
も
う
よ
い
、
将
軍
よ
、
わ
た
し
を
捕
え
て
ゆ
き
、

そ
の
手
柄
で
褒
美
を
も
ら
う
が
い
い
。
わ
た
し
を
趙
氏
孤
児
と
と
も
に
死
な
せ
て
く
れ
。（
韓
厥
せ
り
ふ
（
程
嬰
、
お
ま
え
は

ど
う
し
て
も
安
心
で
き
な
い
の
だ
な
。

（
う
た
（
お
ま
え
は
趙
氏
の
た
め
に
孤
児
を
守
る
。
わ
た
し
は
屠
岸
賈
の
や
つ
に
何
の
義
理
が
あ
ろ
う
。
お
ま
え
に
情
け
を
か
け

て
兵
士
を
遠
ざ
け
な
が
ら
、
だ
ま
し
討
ち
に
す
る
こ
と
な
ど
あ
る
も
の
か
。
お
ま
え
が
忠
義
を
守
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
た
し
も
必
ず

信
義
を
守
る
。
お
ま
え
が
命
が
け
な
ら
、
わ
た
し
も
こ
の
首
を
落
と
し
て
み
せ
よ
う
。

韓
厥
も
ま
た
程
嬰
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
、
知
っ
た
こ
と
を
語
ら
な
い
た
め
に
、
自
ら
命
を
絶
つ
。
こ
う
し
て
第
一
折
で
は
、
二
人
の

人
物
が
死
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
。
程
嬰
は
孤
児
を
連
れ
て
公
孫
杵
臼
の
い
る
太
平
庄
へ
向
か
う
。
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2　

身
替
わ
り
は
我
が
子

　

―
―

　

程
嬰

第
二
折
・
第
三
折
は
、
程
嬰
と
公
孫
杵
臼
が
孤
児
を
生
き
延
び
さ
せ
る
た
め
の
計
略
を
立
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
場
面
で
あ
り
、
本
劇

の
要
に
当
た
る
。
二
人
は
相
談
し
て
、
孤
児
の
身
替
わ
り
を
立
て
る
こ
と
に
決
め
（
第
二
折
（、
そ
の
計
略
ど
お
り
に
公
孫
杵
臼
と
身
替

わ
り
の
子
が
犠
牲
に
な
り
、
真
の
孤
児
は
程
嬰
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
第
三
折
（。
こ
の
流
れ
は
﹃
史
記
﹄
趙
世
家
に
お
い
て
も

同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
記
述
に
す
で
に
、
程
嬰
と
公
孫
杵
臼
の
演
じ
る
ド
ラ
マ
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
異
な
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
も
っ
と
も
大
き
な
ち
が
い
は
、
趙
世
家
で
は
孤
児
の
身
替
わ
り
は
他
人
の
子
（
原
文
：
他
人
嬰

児
（
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
雑
劇
で
は
程
嬰
の
実
の
子
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
変
更
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
趙
世
家
で
は
、
屠
岸
賈
は
あ
く
ま
で
も
趙
氏
孤
児
を
探
し
出
し
て
殺
そ
う
と
し
て

い
る
の
だ
が
、
雑
劇
で
は
、
三
日
以
内
に
孤
児
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
同
じ
く
ら
い
の
月
齢
の
嬰
児
を
皆
殺
し
に
す
る
と
い
う
布
告
を
出

す
。
そ
こ
で
、
た
ま
た
ま
同
月
齢
の
程
嬰
の
息
子
を
身
替
わ
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
表
向
き
は
、
自
分
の
子
が
殺
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た

め
に
孤
児
の
居
場
所
を
密
告
す
る
と
い
う
理
由
が
立
つ
た
め
、
屠
岸
賈
に
怪
し
ま
れ
る
可
能
性
も
低
く
な
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
な
ぜ

密
告
す
る
の
か
不
審
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
観
客
（
読
者
（
か
ら
見
れ
ば
、
そ
も
そ
も
他
人
の
子
を
身
替
わ
り
に
す
る
こ
と
自

体
が
理
不
尽
で
あ
る
。
歴
史
書
に
さ
ら
り
と
書
い
て
あ
る
と
疑
問
を
感
じ
ず
に
読
ん
で
し
ま
う
が
、
生
身
の
俳
優
が
目
の
前
で
演
じ
る
と

な
る
と
細
部
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
要
求
さ
れ
る（
（（
（

。

趙
世
家
と
の
第
二
の
ち
が
い
は
、
二
人
の
う
ち
の
ど
ち
ら
が
孤
児
を
育
て
、
ど
ち
ら
が
密
告
す
る
か
を
決
め
る
と
き
の
根
拠
で
あ
る
。

再
演
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れ
る
ド
ラ
マ

　

─
─

　

元
雑
劇
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
試
論

― 49 ―



趙
世
家
で
は
、
孤
児
を
生
き
延
び
さ
せ
て
趙
氏
の
後
継
ぎ
と
す
る
（
原
文
：
立
孤
（
の
と
死
ぬ
こ
と
と
は
ど
ち
ら
が
困
難
で
あ
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
公
孫
杵
臼
が
程
嬰
に
こ
う
言
う
。﹁
趙
氏
の
先
君
は
お
ま
え
を
手
厚
く
遇
し
た
の
だ
か
ら
、
ど
う
か
困
難
な
ほ
う
を
成
し

遂
げ
て
く
れ
。
わ
た
し
は
た
や
す
い
ほ
う
を
選
ん
で
先
に
死
の
う
﹂（
原
文
：
趙
氏
先
君
遇
子
厚
、
子
彊
為
其
難
者
。
吾
為
其
易
者
、
請

先
死
（。
す
な
わ
ち
、
趙
朔
と
の
関
係
の
深
浅
に
よ
っ
て
役
割
を
決
め
る
の
で
あ
る
。

雑
劇
で
は
、
公
孫
杵
臼
は
趙
盾
と
と
も
に
霊
公
に
仕
え
、
す
で
に
隠
退
し
た
七
十
歳
の
老
人
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
一
方
で
程
嬰

は
四
十
五
歳
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。

︹
程
嬰
云
︺（
⋮
（
老
宰
輔
、
我
如
今
将
趙
氏
孤
児
偸
蔵
在
老
宰
輔
根
前
、
一
者
報
趙
駙
馬
平
日
優
待
之
恩
、
二
者
要
救
晋
国
小
児

之
命
。
念
程
嬰
年
近
四
旬
有
五
、
所
生
一
子
、
未
経
満
月
。
待
仮
粧
做
趙
氏
孤
児
、
等
老
宰
輔
告
首
与
屠
岸
賈
去
、
只
説
程
嬰
蔵
着

孤
児
、
把
俺
父
子
二
人
、
一
処
身
死
。
老
宰
輔
慢
慢
的
抬
挙
的
孤
児
成
人
長
大
、
与
他
父
母
報
讎
、
可
不
好
也
。︹
正
末
云
︺
程

嬰
、
你
如
今
多
大
年
紀
了
。︹
程
嬰
云
︺
在
下
四
十
五
歳
了
。︹
正
末
云
︺
這
小
的
算
着
二
十
年
呵
、
方
報
的
父
母
讎
恨
。
你
再
着
二

十
年
、
也
只
是
六
十
五
歳
、
我
再
着
二
十
年
呵
、
可
不
九
十
歳
了
。
其
時
存
亡
未
知
、
怎
麽
還
与
趙
家
報
的
讎
。
程
嬰
、
你
肯
捨
的

你
孩
児
、
倒
将
来
交
付
与
我
、
你
自
首
告
屠
岸
賈
処
、
説
道
太
平
庄
上
公
孫
杵
臼
蔵
着
趙
氏
孤
児
。
那
屠
岸
賈
領
兵
校
来
拏
住
、
我

和
你
親
児
一
処
而
死
。
你
将
的
趙
氏
孤
児
抬
挙
成
人
、
与
他
父
母
報
讎
、
方
纔
是
箇
長
策
。︹
程
嬰
云
︺
老
宰
輔
、
是
則
是
、
怎
麽

難
為
的
你
老
宰
輔
。
你
則
将
我
的
孩
児
仮
粧
做
趙
氏
孤
児
、
報
与
屠
岸
賈
去
、
等
俺
父
子
二
人
一
処
而
死
罷
。︹
正
末
云
︺
程
嬰
、

我
一
言
已
定
、
再
不
必
多
疑
了
。

（
程
嬰
せ
り
ふ
（（
⋮
（
公
孫
ど
の
、
わ
た
し
が
い
ま
密
か
に
公
孫
ど
の
の
元
に
趙
氏
孤
児
を
連
れ
て
き
た
の
は
、
一
つ
に
は
こ
れ

ま
で
の
趙
駙
馬
（
＝
趙
朔
（
か
ら
の
優
遇
の
恩
に
報
い
る
た
め
、
二
つ
に
は
晋
国
の
子
ど
も
ら
の
命
を
救
う
た
め
で
す
。
実
は
わ
た
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し
は
四
十
五
歳
近
く
な
っ
て
生
ま
れ
た
息
子
が
お
り
、
ま
だ
一
月
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
子
を
趙
氏
孤
児
だ
と
い
う
こ
と
に
し

て
、
屠
岸
賈
に
程
嬰
が
孤
児
を
か
く
ま
っ
て
い
る
と
告
発
し
て
い
た
だ
け
ば
、
わ
れ
ら
父
子
二
人
は
一
緒
に
死
ぬ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
公
孫
ど
の
は
ゆ
っ
く
り
孤
児
を
育
て
、
成
人
に
な
っ
た
ら
父
母
の
仇
を
討
つ
と
い
う
の
が
名
案
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
公

孫
杵
臼
せ
り
ふ
（
程
嬰
、
お
ま
え
は
い
ま
い
く
つ
だ
。（
程
せ
り
ふ
（
四
十
五
に
な
り
ま
し
た
。（
公
孫
せ
り
ふ
（
こ
の
子
が
父
母
の

復
讐
を
遂
げ
ら
れ
る
の
は
二
十
年
経
っ
て
か
ら
だ
。
お
ま
え
は
二
十
年
後
で
も
ま
だ
六
十
五
、
わ
し
の
二
十
年
後
は
九
十
で
は
な
い

か
。
そ
の
と
き
に
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
う
え
趙
家
の
仇
を
と
る
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
で
き
よ
う
。
程
嬰
、

お
ま
え
が
自
分
の
子
を
犠
牲
に
し
て
も
い
い
の
な
ら
、
わ
し
に
預
け
て
く
れ
。
お
ま
え
は
屠
岸
賈
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
太
平
庄
の

公
孫
杵
臼
が
趙
氏
孤
児
を
か
く
ま
っ
て
い
る
と
密
告
す
る
の
だ
。
あ
い
つ
め
が
兵
士
を
連
れ
て
や
っ
て
き
て
捕
ま
え
る
な
ら
、
わ
し

は
お
ま
え
の
子
と
と
も
に
死
ぬ
。
お
ま
え
が
趙
氏
孤
児
を
育
て
、
成
人
に
な
っ
た
ら
父
母
の
仇
を
討
つ
、
そ
れ
こ
そ
が
良
策
だ
。

（
程
せ
り
ふ
（
公
孫
ど
の
、
そ
れ
は
そ
う
で
す
が
、
ど
う
し
て
公
孫
ど
の
に
そ
こ
ま
で
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
の
子

を
趙
氏
孤
児
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
あ
な
た
が
屠
岸
賈
に
通
報
し
、
わ
れ
ら
父
子
二
人
が
一
緒
に
死
に
ま
し
ょ
う
。（
公
孫
せ
り

（
11
（　

第
一
折
・
第
二
折
に
該
当
す
る
箇
所
は
、﹃
史
記
﹄
趙
世
家
で
は
次
の
と
お
り
。
趙
朔
の
妻
が
男
子
を
生
む
と
屠
岸
賈
が
宮
中
を
捜
索
す
る
が
、

男
子
は
母
の
ス
カ
ー
ト
に
隠
さ
れ
て
声
を
立
て
な
か
っ
た
た
め
見
つ
か
ら
ず
に
済
ん
だ
。
そ
の
後
程
嬰
と
公
孫
杵
臼
が
孤
児
を
守
る
た
め
の
相
談
を
す

る
。
二
人
は
他
人
の
赤
子
を
手
に
入
れ
て
背
負
い
、
上
等
な
お
く
る
み
に
包
ん
で
山
中
に
隠
れ
る
（
原
文
：
乃
二
人
謀
取
他
人
嬰
兒
負
之
、
衣
以
文

葆
、
匿
山
中
（。

（
12
（　

程
嬰
の
せ
り
ふ
に
﹁
他
与
趙
盾
是
一
殿
之
臣
、
最
相
交
厚
。
他
如
今
罷
職
帰
農
。
那
老
宰
輔
是
箇
忠
直
的
人
、
那
裏
堪
可
掩
蔵
﹂（
第
二
折
（
と

あ
る
。

再
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ふ
（
程
嬰
、
わ
し
は
一
度
言
っ
た
こ
と
は
曲
げ
な
い
か
ら
、
も
う
心
配
す
る
な
。

ど
ち
ら
が
偽
の
孤
児
と
一
緒
に
死
に
、
ど
ち
ら
が
孤
児
を
育
て
る
か
は
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
決
ま
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
結
果
的

に
は
﹃
史
記
﹄
趙
世
家
な
ど
と
同
じ
で
あ
る
が
、
年
齢
と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
合
理
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
公
孫
杵
臼
は
も
と
も
と
中
大

夫
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
道
を
は
ず
れ
た
霊
公
の
も
と
で
賊
が
恩
寵
を
受
け
賢
人
が
困
窮
す
る
（
原
文
は
注
８
に
引
用
（
の
に
耐
え
ら
れ

ず
、
退
職
帰
農
し
た
人
物
で
あ
る
。
す
で
に
七
十
歳
で
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
老
い
先
長
く
は
な
い
と
、
先
に
死
ぬ
役
割
を
引
き

受
け
る
の
で
あ
る
。

3　

演
じ
る
二
人
―
―
公
孫
杵
臼
・
程
嬰

第
三
折
は
、
演
技
す
る
劇
中
人
物
を
俳
優
が
演
じ
る
と
い
う
二
重
の
演
技
が
見
ら
れ
る
、
元
雑
劇
の
な
か
で
も
特
異
な
場
面
で
あ
る
。

登
場
人
物
の
う
ち
の
二
人
、
程
嬰
と
公
孫
杵
臼
は
、
二
人
で
考
え
た
筋
書
き
に
し
た
が
っ
て
演
技
す
る
。
屠
岸
賈
に
密
告
す
る
程
嬰
、
孤

児
を
か
く
ま
う
公
孫
杵
臼
、
自
ら
の
意
志
に
関
わ
り
な
く
孤
児
を
演
じ
さ
せ
ら
れ
る
程
嬰
の
子
。
役
者
は
三
人
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ

は
演
技
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
し
て
は
な
ら
な
い
演
技
、
現
実
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
演
技
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
困
難
で
あ
る

こ
と
は
、
屠
岸
賈
が
端
か
ら
疑
い
を
抱
く
こ
と
か
ら
も
容
易
に
予
測
で
き
る（
（（
（

。

︹
做
見
科
、
屠
岸
賈
云
︺
兀
那
廝
、
你
是
何
人
。︹
程
嬰
云
︺
小
人
是
個
草
沢
医
士
程
嬰
。︹
屠
岸
賈
云
︺
趙
氏
孤
児
今
在
何
処
。

︹
程
嬰
云
︺
在
呂
呂
太
平
庄
上
公
孫
杵
臼
家
蔵
着
哩
。︹
屠
岸
賈
云
︺
你
怎
生
知
道
来
。︹
程
嬰
云
︺
小
人
与
公
孫
杵
臼
曾
有
一
面
之

交
、
我
去
探
望
他
。
誰
想
臥
房
中
錦
繃
繡
褥
上
、
躺
着
一
個
小
孩
児
。
我
想
公
孫
杵
臼
年
紀
七
十
、
従
来
没
児
没
女
、
這
個
是
那
裏
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来
的
。
我
説
道
這
小
的
莫
非
是
趙
氏
孤
児
麽
。
只
見
他
登
時
変
色
不
能
答
応
。
以
此
知
孤
児
在
公
孫
杵
臼
家
裏
。︹
屠
岸
賈
云
︺

咄
、
你
這
匹
夫
、
你
怎
瞞
的
過
我
。
你
和
公
孫
杵
臼
往
日
無
讎
、
近
日
無
寃
、
你
因
何
告
他
蔵
着
趙
氏
孤
児
。
你
敢
是
知
情
麽
。
説

的
是
万
事
全
休
、
説
的
不
是
、
令
人
、
磨
的
剣
快
、
先
殺
了
這
個
匹
夫
者
。︹
程
嬰
云
︺
告
元
帥
暫
息
雷
霆
之
怒
、
略
罷
虎
狼
之

威
。
聴
小
人
訴
説
一
遍
咱
。
我
小
人
与
公
孫
杵
臼
原
無
讎
隙
。
只
因
元
帥
伝
下
榜
文
、
要
将
普
国
内
小
児
拘
刷
到
帥
府
、
尽
行
殺

（
13
（　
﹃
史
記
﹄
趙
世
家
は
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
困
難
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
淡
々
と
記
述
す
る
。
注
11
に
引
用
し
た
箇
所
に
つ
づ
く
部
分

は
次
の
と
お
り
で
、
こ
の
場
面
に
屠
岸
賈
は
登
場
し
な
い
。
将
軍
た
ち
が
程
嬰
と
と
も
に
公
孫
杵
臼
の
も
と
を
訪
れ
、
公
孫
と
赤
子
を
殺
す
。

程
嬰
出
、
謬
謂
諸
将
軍
曰
、
嬰
不
肖
、
不
能
立
趙
孤
。
誰
能
与
我
千
金
、
吾
告
趙
氏
孤
處
。
諸
将
皆
喜
、
許
之
、
発
師
随
程
嬰
攻
公
孫
杵

臼
。
杵
臼
謬
曰
、
小
人
哉
程
嬰
、
昔
下
宮
之
難
不
能
死
、
与
我
謀
匿
趙
氏
孤
児
、
今
又
売
我
。
縦
不
能
立
、
而
忍
売
之
乎
。
抱
児
呼
曰
、
天
乎

天
乎
、
趙
氏
孤
児
何
罪
、
請
活
之
、
独
殺
杵
臼
可
也
。
諸
将
不
許
、
遂
殺
杵
臼
与
孤
兒
。
諸
将
以
為
趙
氏
孤
児
良
已
死
、
皆
喜
。
然
趙
氏
真
孤

乃
反
在
、
程
嬰
卒
与
俱
匿
山
中
。

程
嬰
は
出
て
き
て
わ
ざ
と
将
軍
た
ち
に
言
っ
た
、﹁
わ
た
し
は
力
が
な
く
て
趙
氏
の
孤
児
を
守
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
誰
か
千
金
を

く
れ
る
な
ら
、
孤
児
の
居
場
所
を
教
え
よ
う
﹂。
将
軍
た
ち
は
皆
喜
ん
で
そ
う
す
る
こ
と
に
し
、
軍
勢
を
連
れ
て
程
嬰
に
つ
い
て
ゆ
き
、
公
孫

杵
臼
を
討
つ
こ
と
に
し
た
。
杵
臼
は
わ
ざ
と
言
う
、﹁
程
嬰
は
つ
ま
ら
ぬ
男
だ
。
か
つ
て
趙
家
の
私
邸
で
惨
事
が
あ
っ
た
と
き
に
死
ぬ
こ
と
が

で
き
ず
、
わ
し
と
趙
氏
孤
児
を
か
く
ま
う
こ
と
に
決
め
た
の
に
、
今
度
は
わ
し
を
売
る
と
は
。
た
と
え
守
り
立
て
ら
れ
な
い
と
し
て
も
売
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
﹂。
赤
子
を
抱
い
て
叫
ん
で
言
っ
た
、﹁
天
よ
天
よ
。
趙
氏
の
孤
児
に
何
の
罪
が
あ
ろ
う
。
ど
う
か
助
け
て
や
っ
て
く
れ
。
わ

た
し
だ
け
殺
せ
ば
よ
か
ろ
う
﹂。
将
軍
た
ち
は
そ
れ
を
認
め
ず
、
杵
臼
と
孤
児
を
殺
し
た
。
将
軍
た
ち
は
趙
氏
孤
児
が
本
当
に
死
ん
だ
と
思
っ

て
皆
喜
ん
だ
。
し
か
し
真
の
孤
児
は
し
っ
か
り
生
き
て
お
り
、
程
嬰
が
一
緒
に
山
中
に
隠
れ
た
の
で
あ
る
。
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壊
。
我
一
来
為
救
普
国
内
小
児
之
命
、
二
来
小
人
四
旬
有
五
、
近
生
一
子
、
尚
未
満
月
。
元
帥
軍
令
、
不
敢
不
献
出
来
、
可
不
小
人

也
絶
後
了
。
我
想
有
了
趙
氏
孤
児
、
便
不
損
壊
一
国
生
霊
、
連
小
人
的
孩
児
也
得
無
事
、
所
以
出
首
。

（
会
う
し
ぐ
さ
、
屠
岸
賈
せ
り
ふ
（
こ
や
つ
、
お
ま
え
は
何
者
だ
。（
程
嬰
せ
り
ふ
（
わ
た
く
し
は
町
医
者
の
程
嬰
で
す
。（
屠
せ

り
ふ
（
趙
氏
孤
児
は
今
ど
こ
に
い
る
。（
程
せ
り
ふ
（
呂
呂
太
平
村
の
公
孫
杵
臼
の
家
に
か
く
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。（
屠
せ
り
ふ
（
お

ま
え
は
ど
う
し
て
知
っ
た
の
だ
。（
程
せ
り
ふ
（
わ
た
く
し
は
か
つ
て
公
孫
杵
臼
と
少
し
ば
か
り
付
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訪
ね
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
寝
室
の
き
れ
い
な
錦
の
ふ
と
ん
に
小
さ
な
子
ど
も
が
寝
て
い
ま
し
た
。
公
孫
杵
臼
の
年
は
七
十
、

ず
っ
と
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
の
に
、
ど
こ
か
ら
来
た
も
の
か
と
思
い
、
趙
氏
孤
児
で
は
な
い
だ
ろ
う
な
と
言
う
と
、
す
ぐ
に
顔
色

が
変
わ
り
、
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
孤
児
が
公
孫
杵
臼
の
家
に
い
る
と
知
っ
た
の
で
す
。（
屠
せ
り
ふ
（
こ

ら
、
こ
い
つ
め
、
わ
し
は
だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
。
お
ま
え
と
公
孫
杵
臼
は
昔
も
今
も
何
の
怨
恨
も
な
い
の
に
、
お
ま
え
は
ど
う
し
て
趙

氏
孤
児
を
か
く
ま
っ
て
い
る
と
密
告
す
る
の
だ
。
何
か
裏
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
き
ち
ん
と
説
明
で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
が
、
で
き
な

け
れ
ば
、
お
い
、
刀
を
研
い
で
お
け
、
ま
ず
は
こ
い
つ
か
ら
殺
し
て
や
ろ
う
。（
程
せ
り
ふ
（
元
帥
ど
の
、
し
ば
し
雷
霆
の
よ
う
な

怒
り
を
し
ず
め
、
虎
狼
の
よ
う
な
威
勢
を
収
め
て
、
わ
た
く
し
の
話
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
わ
た
く
し
と
公
孫
杵
臼
と
は
仲
た
が
い

を
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
元
帥
ど
の
が
お
ふ
れ
を
出
し
国
中
の
赤
子
を
お
屋
敷
に
連
行
し
て
す
べ
て
殺
そ
う
と
さ
れ
た
か
ら

で
す
。
一
つ
に
は
国
中
の
赤
子
の
命
を
救
う
た
め
、
二
つ
に
は
わ
た
く
し
四
十
五
歳
で
先
ご
ろ
一
子
を
得
て
、
ま
だ
一
月
に
な
り
ま

せ
ん
。
元
帥
の
命
令
と
あ
れ
ば
差
し
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
わ
た
く
し
は
後
継
ぎ
を
失
う
こ
と
に
な
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
趙
氏
孤
児
が
見
つ
か
れ
ば
、
国
中
の
命
を
損
な
わ
ず
に
済
み
、
わ
た
く
し
の
子
も
事
な
き
を
得
ま
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
出
頭

し
た
の
で
す
。
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こ
れ
で
屠
岸
賈
も
ひ
と
ま
ず
納
得
し
、
部
下
を
連
れ
て
程
嬰
と
と
も
に
太
平
庄
に
向
か
う
。
公
孫
杵
臼
の
家
に
や
っ
て
く
る
と
、
趙
氏

孤
児
を
か
く
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
迫
る
。
こ
こ
か
ら
先
、
程
嬰
と
公
孫
杵
臼
の
渾
身
の
演
技
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

あ
く
ま
で
も
し
ら
を
切
る
公
孫
杵
臼
を
、
屠
岸
賈
は
部
下
に
命
じ
て
棒
で
打
た
せ
る
。
そ
れ
で
も
孤
児
を
か
く
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
白

状
し
な
い
の
で
、
屠
岸
賈
は
、
今
度
は
程
嬰
に
打
た
せ
る
。
棒
は
三
本
あ
り
、
細
い
の
を
選
ぶ
と
痛
み
を
少
な
く
す
る
た
め
だ
ろ
う
と
疑

わ
れ
、
太
い
の
を
選
ぶ
と
早
く
殺
し
て
白
状
す
る
の
を
妨
げ
る
の
だ
ろ
う
と
疑
わ
れ
る
の
で
、
中
く
ら
い
の
棒
で
し
た
た
か
に
打
つ
。
つ

ま
り
、
屠
岸
賈
の
疑
い
は
完
全
に
晴
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

二
人
は
、
示
し
あ
わ
せ
て
芝
居
を
打
っ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
屠
岸
賈
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
ぐ
に
白
状
し
て
し
ま
っ
て
は
お

か
し
い
が
、
口
が
き
け
な
い
ほ
ど
の
瀕
死
の
状
態
に
な
る
と
芝
居
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
も
公
孫
杵
臼
は
、
こ
の
折
の
歌
唱
者
で
あ

る
。
戯
曲
に
お
い
て
う
た
の
内
容
は
他
の
人
物
に
は
聞
こ
え
な
い
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
公
孫
杵
臼
の
う
た
は
部
分
的
に
屠

岸
賈
に
聞
こ
え
て
お
り
、
共
犯
者
が
い
る
と
疑
わ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
公
孫
は
危
な
っ
か
し
く
、
予
定
ど
お
り
に
演
技
を
続
け
ら
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
観
客
（
読
者
（
の
印
象
も
曖
昧
で
あ
る（
（（
（

。
や
が
て
屠
岸
賈
の
部
下
が
赤
子
を
見
つ
け
て
く
る
と
、
屠
岸
賈
は
喜
び
、

刀
で
斬
り
殺
す
。
程
嬰
は
我
が
子
が
目
の
前
で
殺
さ
れ
る
の
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
14
（　

元
曲
選
本
の
テ
キ
ス
ト
は
元
刊
本
（
あ
る
い
は
そ
の
系
統
の
本
（
を
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
元
刊
本
で
は
心
中
の
思
い
と
し

て
、
他
の
人
物
に
は
聞
こ
え
な
い
と
い
う
前
提
で
作
ら
れ
た
曲
を
、
元
曲
選
本
で
は
屠
岸
賈
や
程
嬰
の
入
れ
ぜ
り
ふ
と
の
や
り
と
り
に
改
変
し
た
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
（
た
と
え
ば
︻
水
仙
子
︼（。
第
三
折
の
曲
辞
は
そ
の
た
め
に
無
理
が
生
じ
、
状
況
が
つ
か
み
が
た
い
が
、
か
え
っ
て
観
客
（
読

者
（
を
は
ら
は
ら
さ
せ
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
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︹
屠
岸
賈
怒
云
︺
我
抜
出
這
剣
来
、
一
剣
、
両
剣
、
三
剣
。︹
程
嬰
做
驚
疼
科
、
屠
岸
賈
云
︺
把
這
一
箇
小
業
種
刹桗刹
了
三
剣
。
兀

的
不
称
了
我
平
生
所
願
也
。︹
正
末
唱
︺

︻
梅
花
酒
︼
呀
、
見
孩
児
臥
血
泊
、
那
一
個
哭
哭
号
号
、
這
一
個
怨
怨
焦
焦
。
連
我
也
戦
戦
揺
揺
。
直
恁
般
歹
做
作
、
只
除
是
没

天
道
。
呀
、
想
孩
児
離
褥
草
、
到
今
日
恰
十
朝
、
刀
下
処
怎
耽
饒
、
空
生
長
枉
劬
労
。
還
説
甚
要
防
老
。

︻
収
江
南
︼
呀
、
兀
的
不
是
家
富
小
児
驕
。︹
程
嬰
掩
涙
科
︺︹
正
末
唱
︺
見
程
嬰
心
似
熱
油
澆
、
涙
珠
児
不
敢
対
人
抛
。
背
地
裏

搵
了
。
没
来
由
割
捨
的
親
生
骨
肉
吃
三
刀
。

（
屠
岸
賈
怒
っ
て
い
う
（
こ
の
刀
を
抜
い
て
、
一
振
り
、
二
振
り
、
三
振
り
。（
程
嬰
び
く
っ
と
す
る
し
ぐ
さ
、
屠
岸
賈
せ
り

ふ
（
こ
の
厄
介
者
に
三
回
刀
を
食
ら
わ
せ
て
や
っ
た
。
日
ご
ろ
の
願
い
が
か
な
っ
た
ぞ
。

（
公
孫
杵
臼
う
た
（
や
っ
、
見
れ
ば
赤
子
は
血
だ
ま
り
に
横
た
わ
り
、
あ
ち
ら
で
は
泣
き
叫
び
、
こ
ち
ら
で
は
じ
り
じ
り
と
怨
み

を
募
ら
せ
、
わ
し
ま
で
び
く
び
く
震
え
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
悪
行
三
昧
、
ま
っ
た
く
の
非
道
な
ふ
る
ま
い
。
あ
あ
、
思
え
ば
赤
子
は
し

と
ね
よ
り
引
き
離
さ
れ
、
今
日
ま
で
ち
ょ
う
ど
十
日
、
斬
り
殺
さ
れ
て
、
ど
う
し
て
許
せ
よ
う
、
育
て
の
苦
労
も
水
の
泡
、
老
後
の

世
話
な
ど
か
な
わ
ぬ
夢
。

（
公
孫
う
た
（
あ
あ
、
家
が
金
持
ち
だ
と
子
ど
も
は
わ
が
ま
ま
と
い
う
け
れ
ど
。（
程
嬰
、
涙
を
ぬ
ぐ
う
し
ぐ
さ
（（
公
孫
う
た
（

見
れ
ば
、
程
嬰
の
心
は
煮
え
た
ぎ
っ
た
油
を
注
い
だ
よ
う
。
涙
の
雫
が
落
ち
る
の
を
人
に
は
見
せ
ら
れ
ず
、
こ
っ
そ
り
ぬ
ぐ
う
。
理

不
尽
に
も
血
を
分
け
た
子
が
犠
牲
に
な
り
、
三
度
も
切
り
つ
け
ら
れ
た
の
だ
。

程
嬰
は
、
内
心
で
は
悲
痛
な
思
い
を
し
な
が
ら
、
孤
児
（
実
は
自
分
の
子
（
が
見
つ
か
り
、
屠
岸
賈
に
斬
り
殺
さ
れ
る
の
を
平
気
な
顔

を
し
て
見
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
計
略
を
考
え
た
の
は
自
分
自
身
な
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
公
孫
杵
臼
は
、
階
段
の
土
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台
に
身
を
打
ち
つ
け
て
自
殺
す
る
。

こ
う
し
て
、
孤
児
を
守
る
と
い
う
二
人
の
計
略
は
成
功
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
成
功
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
無
惨
で
あ
る
。
命
が
け
の

演
技
の
果
て
に
公
孫
杵
臼
は
命
を
絶
ち
、
程
嬰
の
実
子
は
斬
殺
さ
れ
た
。
こ
れ
で
孤
児
は
死
ん
だ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
二
度
と
殺
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
屠
岸
賈
は
大
い
に
満
足
し
て
程
嬰
に
感
謝
す
る
。

︹
屠
岸
賈
云
︺
程
嬰
、
你
是
我
心
腹
之
人
、
不
如
只
在
我
家
中
做
個
門
客
。
抬
挙
你
那
孩
児
成
人
長
大
、
在
你
根
前
習
文
、
送
在

我
根
前
演
武
。
我
也
年
近
五
旬
、
尚
無
子
嗣
。
就
将
你
的
孩
児
与
我
做
個
義
児
、
我
偌
大
年
紀
了
、
後
来
我
的
官
位
、
也
等
你
的
孩

児
討
箇
応
襲
。
你
意
下
如
何
。︹
程
嬰
云
︺
多
謝
元
帥
抬
挙
。

（
屠
岸
賈
せ
り
ふ
（
程
嬰
、
お
ま
え
は
わ
し
が
心
か
ら
信
頼
で
き
る
や
つ
だ
。
ぜ
ひ
と
も
我
が
家
の
門
客
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
お

ま
え
の
息
子
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
お
ま
え
の
と
こ
ろ
で
学
問
を
身
に
つ
け
、
わ
し
の
と
こ
ろ
へ
来
て
は
武
芸
の
稽
古
を
す
れ
ば
よ

い
。
わ
し
も
そ
ろ
そ
ろ
五
十
に
な
る
が
、
ま
だ
後
継
ぎ
が
い
な
い
。
お
ま
え
の
息
子
を
わ
し
の
義
理
の
息
子
に
し
て
、
わ
し
が
年
を

と
っ
た
ら
、
官
位
は
お
ま
え
の
息
子
に
継
が
せ
よ
う
と
思
う
が
、
ど
う
か
ね
。（
程
嬰
せ
り
ふ
（
元
帥
の
お
引
き
立
て
、
か
た
じ
け

な
く
存
じ
ま
す
。

屠
岸
賈
は
も
は
や
程
嬰
を
疑
う
こ
と
は
な
く
、
門
客
に
迎
え
る
。
さ
ら
に
程
嬰
の
息
子
を
自
分
の
義
理
の
息
子
に
す
る
と
い
う
最
高
の

待
遇
を
約
束
す
る
。
こ
れ
は
本
劇
に
お
け
る
最
大
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
程
嬰
の
演
技
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い
。

4　

真
実
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第
四
折
に
入
る
と
、
す
で
に
二
十
年
と
い
う
時
間
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
孤
児
は
程
勃
お
よ
び
屠
成
と
い
う
二
つ
の
名
を
持
つ

二
重
の
存
在
と
し
て
成
長
し
、
文
武
両
道
の
若
者
と
な
る
。
屠
岸
賈
は
満
悦
至
極
で
﹁
こ
の
子
の
力
を
頼
み
に
近
々
計
略
を
立
て
、
霊
公

を
殺
し
て
晋
国
を
奪
お
う
﹂（
せ
り
ふ
原
文
：
就
着
我
這
孩
児
的
威
力
、
早
晩
定
計
、
弑
了
霊
公
、
奪
了
晋
国
（
と
ね
ら
っ
て
い
る
。
一

方
、
程
勃
（
＝
屠
成
＝
趙
氏
孤
児
（
は
二
人
の
父
に
育
て
ら
れ
る
幸
福
を
満
喫
し
、﹁
明
君
で
あ
る
晋
の
霊
公
を
支
え
、
賢
臣
で
あ
る
屠

岸
賈
を
助
け
よ
う
﹂（︻
酔
春
風
︼
曲
原
文
：
我
則
待
扶
明
主
晋
霊
公
、
助
賢
臣
屠
岸
賈
（
と
は
り
き
っ
て
い
る（
（（
（

。

武
芸
の
稽
古
か
ら
戻
っ
た
程
勃
は
、
程
嬰
が
書
斎
で
思
い
悩
み
涙
を
流
し
て
い
る
の
を
見
る
。
程
嬰
は
孤
児
を
救
出
す
る
ま
で
の
一
連

の
出
来
事
を
絵
に
し
た
巻
物
を
、
わ
ざ
と
程
勃
の
目
に
入
る
よ
う
に
置
い
て
お
く
。
程
勃
は
父
に
絵
の
由
来
を
た
ず
ね
、
程
嬰
は
解
説
を

始
め
る
。
巻
物
の
絵
は
、
本
劇
の
冒
頭
で
屠
岸
賈
の
せ
り
ふ
で
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
趙
盾
の
殺
害
計
画
、
お
よ
び
鉏
麑
・
霊
輒
・

提
弥
明
に
よ
る
そ
の
阻
止
の
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
程
嬰
は
最
初
、
屠
岸
賈
を
﹁
赤
い
服
の
男
﹂（
原
文
：
穿
紅
的
（、
趙
盾
を
﹁
紫

の
服
の
男
﹂（
原
文
：
穿
紫
的
（
と
呼
び
、
実
名
は
明
か
さ
な
い
が
、
途
中
で
趙
盾
の
名
を
告
げ
る
。

︹
正
末
云
︺
這
箇
穿
紫
的
可
是
姓
什
麽
。︹
程
嬰
云
︺
這
箇
穿
紫
的
、
姓
趙
、
是
趙
盾
丞
相
。
他
和
你
也
関
親
哩
。︹
正
末
云
︺
您

孩
児
聴
的
説
有
箇
趙
盾
丞
相
、
倒
也
不
曾
掛
意
。︹
程
嬰
云
︺
程
勃
、
我
今
番
説
与
你
呵
、
你
則
緊
緊
記
者
。

（
程
勃
せ
り
ふ
（
こ
の
紫
の
服
の
人
の
姓
は
。（
程
嬰
せ
り
ふ
（
こ
の
紫
の
服
の
姓
は
趙
、
趙
盾
丞
相
だ
よ
。
お
ま
え
と
も
親
戚

だ
。（
程
勃
せ
り
ふ
（
趙
盾
丞
相
と
い
う
人
が
い
た
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
気
に
留
め
ま
せ
ん
で
し
た
。（
程
嬰
せ
り

ふ
（
程
勃
、
こ
れ
か
ら
話
し
て
や
る
か
ら
、
し
っ
か
り
と
覚
え
て
お
く
の
だ
ぞ
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
程
嬰
は
趙
盾
の
一
族
三
百
人
の
誅
殺
、
趙
朔
の
自
害
、
公
主
の
出
産
な
ど
を
語
っ
て
ゆ
く
。﹁
草
沢
医
士
程
嬰
﹂

も
登
場
す
る
が
、
自
分
と
は
別
人
と
い
う
こ
と
に
し
て
（
原
文
：
天
下
有
多
少
同
名
同
姓
的
人
、
他
另
是
一
個
程
嬰
（
話
を
進
め
る
。
す
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べ
て
を
話
し
終
わ
る
と
、
こ
れ
は
二
十
年
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
趙
氏
孤
児
は
今
や
二
十
歳
、
父
母
の
仇
を
討
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
と
告
げ
る
。
し
か
し
、
屠
岸
賈
は
最
後
ま
で
﹁
穿
紅
的
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
た
め
、
他
人
事
と
し
て
聞
い
て
い
た
程
勃
は
ま
だ
要
領

を
得
な
い
。

︹
程
嬰
云
︺
元
来
你
還
不
知
哩
。
如
今
那
穿
紅
的
正
是
姦
臣
屠
岸
賈
、
趙
盾
是
你
公
公
、
趙
朔
是
你
父
親
、
公
主
是
你
母
親
。︹
詩

云
︺
我
如
今
一
一
説
到
底
、
你
剗
地
不
知
頭
共
尾
。
我
是
存
孤
棄
子
老
程
嬰
、
兀
的
趙
氏
孤
児
便
是
你
。︹
正
末
云
︺
元
来
趙
氏
孤

児
正
是
我
、
兀
的
不
気
殺
我
也
。︹
正
末
做
倒
、
程
嬰
扶
科
云
︺
小
主
人
、
甦
醒
者
。︹
正
末
云
︺
兀
的
不
痛
殺
我
也
。

（
程
嬰
せ
り
ふ
（
な
ん
だ
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
の
か
。
実
は
あ
の
赤
い
服
の
男
こ
そ
は
姦
臣
屠
岸
賈
、
趙
盾
は
お
ま
え
の
祖
父
、

趙
朔
は
お
ま
え
の
父
親
、
公
主
は
お
ま
え
の
母
親
な
の
だ
。（
詩
（
わ
し
が
今
す
べ
て
を
つ
ぶ
さ
に
説
き
明
か
し
た
の
に
、
お
ま
え

は
ま
だ
顚
末
が
わ
か
ら
ぬ
か
。
わ
し
こ
そ
は
孤
児
を
生
か
す
た
め
我
が
子
を
諦
め
た
程
嬰
、
こ
の
趙
氏
孤
児
こ
そ
は
お
ま
え
な
の
だ

ぞ
。（
程
勃
せ
り
ふ
（
趙
氏
孤
児
が
わ
た
し
だ
っ
た
と
は
。
な
ん
と
腹
立
た
し
い
こ
と
だ
。（
程
勃
た
お
れ
、
程
嬰
た
す
け
起
こ
す
し

ぐ
さ
で
（
若
さ
ま
、
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
。（
程
勃
せ
り
ふ
（
な
ん
と
つ
ら
い
こ
と
だ
。

以
上
の
よ
う
に
第
四
折
で
は
、
第
三
折
の
孤
児
救
出
か
ら
二
十
年
後
の
も
う
一
つ
の
ド
ラ
マ
―
―
孤
児
が
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
真
実

を
知
る
と
い
う
、
歴
史
書
に
は
な
い
ド
ラ
マ
が
展
開
す
る
。
一
連
の
出
来
事
が
文
字
で
は
な
く
絵
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
す
ぐ
に
は
全

容
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
程
勃
は
巻
物
の
絵
を
き
っ
か
け
に
程
嬰
の
話
を
聞
き
、
少
し
ず
つ
真
実
に
近
づ
い
て
ゆ
く
。
観
客
（
読
者
（

（
15
（　

元
刊
本
で
は
︻
酔
春
風
︼
曲
の
同
じ
箇
所
は
﹁
俺
待
反
故
主
晋
霊
公
、
助
新
君
屠
岸
賈
﹂
に
作
る
。
す
な
わ
ち
、
屠
岸
賈
が
霊
公
を
倒
そ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
程
勃
も
知
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

再
演
さ
れ
る
ド
ラ
マ
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は
程
嬰
と
と
も
に
す
べ
て
を
知
り
つ
つ
、
再
び
か
つ
て
の
屠
岸
賈
の
悪
行
を
ふ
り
か
え
り
、
程
勃
が
つ
い
に
自
分
が
孤
児
で
あ
る
こ
と
を

知
る
決
定
的
場
面
に
立
ち
会
う
。
程
嬰
と
程
勃
と
の
せ
り
ふ
に
よ
る
対
話
は
長
く
、
第
四
折
だ
け
を
上
演
し
て
も
（
読
ん
で
も
（
本
劇
の

全
体
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
演
時
の
効
果
を
考
慮
に
入
れ
た
構
成
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

自
分
が
趙
氏
孤
児
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
程
勃
が
、
程
嬰
に
感
謝
し
つ
つ
屠
岸
賈
へ
の
復
讐
を
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
第
四
折
は
終
わ

る
。
元
曲
選
本
に
は
あ
ら
す
じ
に
示
し
た
よ
う
に
第
五
折
が
あ
る
が
、
屠
岸
賈
が
真
実
に
直
面
す
る
場
面
は
あ
っ
け
な
く
、
あ
と
は
予
想

ど
お
り
に
終
局
へ
向
か
う
の
み
で
あ
る（
（（
（

。

三　

劇
的
人
物
へ
の
変
身

以
上
、
本
劇
の
歴
史
記
述
と
の
差
異
お
よ
び
演
劇
的
構
成
を
確
認
し
た
。
次
に
、
主
要
な
人
物
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
論
及
し
な
か

っ
た
点
を
補
い
た
い
。1　

程
嬰
の
造
型

本
劇
に
お
い
て
楔
子
と
五
折
の
す
べ
て
に
登
場
す
る
の
は
悪
役
の
屠
岸
賈
の
み
で
あ
り
、
程
嬰
は
そ
れ
に
次
い
で
登
場
が
多
い
（
楔
子

を
除
く
各
折
に
登
場
（（
（（
（

。
し
か
し
歌
唱
者
は
、
趙
朔
（
楔
子
（、
韓
厥
（
第
一
折
（、
公
孫
杵
臼
（
第
二
折
・
第
三
折
（、
程
勃
（
孤
児
（

（
第
四
折
・
第
五
折
（
で
あ
り（
（（
（

、
程
嬰
は
歌
唱
し
な
い
。
雑
劇
で
は
歌
唱
者
を
主
役
と
見
な
す
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
と
は
い
え
、
本
劇
で
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も
っ
と
も
重
要
な
登
場
人
物
は
程
嬰
で
あ
り
、
そ
の
造
型
に
細
心
の
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
歴
史
記
述
と
比
べ
る
と
は
っ
き

り
す
る
。

劇
中
で
は
程
嬰
は
趙
朔
の
家
に
出
入
り
す
る
医
者
で
あ
る
。﹃
史
記
﹄
趙
世
家
で
は
趙
朔
の
友
人
（
原
文
：
朔
友
人
程
嬰
（
で
あ
っ
た

程
嬰
に
対
す
る
こ
の
変
更
こ
そ
が
、
こ
の
作
品
を
演
劇
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
第
一
折
で
程
嬰
が
初
め

て
登
場
す
る
と
き
の
せ
り
ふ
を
見
て
み
よ
う
。

︹
外
扮
程
嬰
背
薬
箱
上
云
︺
自
家
程
嬰
是
也
。
元
是
箇
草
沢
医
人
、
向
在
駙
馬
府
門
下
、
蒙
他
十
分
優
待
、
与
常
人
不
同
。
可
奈

屠
岸
賈
賊
臣
将
趙
家
満
門
良
賤
、
誅
尽
殺
絶
。
幸
得
家
属
上
無
有
我
的
名
字
、
如
今
公
主
囚
在
府
中
、
是
我
毎
日
伝
茶
送
飯
。
那
公

主
眼
下
雖
然
生
的
一
個
小
廝
、
取
名
趙
氏
孤
児
、
等
他
長
立
成
人
、
与
父
母
報
讎
雪
寃
、
只
怕
出
不
得
屠
賊
之
手
、
也
是
枉
然
。
聞

（
16
（　

予
想
ど
お
り
と
い
っ
て
も
、
第
五
折
に
は
前
折
ま
で
と
の
あ
い
だ
に
不
整
合
が
あ
る
。
ま
ず
、
第
四
折
ま
で
は
霊
公
で
あ
っ
た
晋
の
君
主
が
唐
突

に
悼
公
に
代
わ
る
（
史
実
で
は
在
位
の
順
序
は
霊
公
・
成
公
・
景
公
・
厲
公
・
悼
公
（。
た
だ
し
上
卿
の
魏
絳
は
実
際
に
悼
公
の
時
代
の
実
在
の
人
物

で
あ
る
の
で
、
そ
こ
の
つ
じ
つ
ま
は
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
折
で
程
勃
は
﹁
明
日
に
な
っ
た
ら
ま
ず
主
君
と
朝
廷
の
大
臣
た
ち
に
お
目
通
り
し

て
、
こ
の
手
で
賊
を
殺
し
て
く
れ
よ
う
﹂（
原
文
：
到
明
日
我
先
見
過
了
主
公
和
那
満
朝
的
卿
相
、
親
自
殺
那
賊
去
（
と
述
べ
る
が
、
第
五
折
で
は
捉

え
た
屠
岸
賈
を
魏
絳
に
引
き
わ
た
し
、
屠
岸
賈
は
刑
死
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
第
五
折
は
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。

（
17
（　

第
一
折
以
降
、
程
嬰
は
つ
ね
に
孤
児
と
一
緒
に
い
る
が
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
子
な
の
で
登
場
人
物
と
は
言
え
な
い
。
上
演
時
に
は
お
そ
ら
く

人
形
が
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
18
（　

中
盤
ま
で
の
趙
朔
、
韓
厥
、
公
孫
杵
臼
は
次
々
と
死
ん
で
ゆ
く
の
で
歌
唱
者
は
交
替
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

再
演
さ
れ
る
ド
ラ
マ
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的
公
主
呼
喚
、
想
是
産
後
要
什
麽
湯
薬
、
須
索
走
一
遭
去
。

（
程
嬰
、
薬
箱
を
背
負
っ
て
登
場
、
せ
り
ふ
（
わ
た
し
は
程
嬰
で
す
。
町
医
者
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
駙
馬
ど
の
の
お
や
し
き

で
特
別
に
手
厚
く
遇
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ろ
う
こ
と
か
、
賊
臣
屠
岸
賈
は
趙
家
の
一
門
を
、
身
分
を
問
わ
ず
皆
殺
し
に
し
ま

し
た
。
わ
た
し
の
名
は
一
族
の
う
ち
に
は
入
ら
ず
、
命
拾
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
奥
方
は
今
や
し
き
に
幽
閉
さ
れ
、
わ
た
し
が
毎
日

食
事
を
届
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
奥
方
は
男
の
子
を
産
ん
だ
ば
か
り
、
趙
氏
孤
児
と
名
づ
け
、
大
き
く
な
っ
た
ら
父
母
の
た
め
に
仇

を
討
ち
無
実
の
罪
を
す
す
ぐ
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
屠
岸
賈
の
や
つ
の
手
を
逃
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
も
か
な
い
ま
せ
ん
。
奥
方
が
お

呼
び
だ
と
の
こ
と
、
き
っ
と
産
後
に
何
か
湯
薬
が
い
る
の
で
し
ょ
う
。
行
っ
て
こ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

程
嬰
は
趙
朔
に
厚
遇
さ
れ
て
は
い
た
が
、
友
人
で
は
な
く
医
者
と
し
て
や
し
き
に
出
入
り
す
る
身
で
あ
っ
た
。
医
者
で
あ
れ
ば
、
や
し

き
に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
公
主
に
食
事
を
届
け
て
も
奇
異
で
は
な
い
し
、
産
後
に
診
療
や
投
薬
を
行
う
の
も
自
然
で
あ
り
、
薬
箱
を
所
持
し

て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
薬
箱
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
劇
中
で
孤
児
を
運
び
出
す
と
い
う
行
為
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。ま

た
、
程
嬰
と
趙
朔
の
関
係
は
公
的
な
君
臣
関
係
の
外
に
あ
る
た
め
か
、
屠
岸
賈
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
程
嬰
が
孤

児
の
居
場
所
を
密
告
し
て
も
さ
ほ
ど
不
審
で
は
な
い
。
友
人
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
う
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

程
嬰
に
つ
い
て
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
変
更
は
、
第
二
節
の
２
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
程
嬰
に
生
後
ま
も
な
い
赤
子
が
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
設
定
に
よ
っ
て
、
我
が
子
を
犠
牲
に
し
て
孤
児
を
救
う
と
い
う
壮
絶
な
劇
が
成
立
す
る
。
こ
れ
が
他
人
の
子
で
あ
れ
ば
、
劇
的

緊
張
は
著
し
く
損
な
わ
れ
る
だ
ろ
う（
（（
（

。
我
が
子
か
わ
い
さ
に
密
告
す
る
と
い
う
ま
こ
と
し
や
か
な
理
由
に
よ
っ
て
屠
岸
賈
を
納
得
さ
せ
つ

つ
、
実
は
そ
れ
と
は
裏
腹
に
、
我
が
子
の
命
を
奪
う
結
末
に
向
か
っ
て
演
技
を
し
つ
づ
け
る
程
嬰
は
、
観
客
（
読
者
（
に
強
烈
な
印
象
を

東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
七
十
五
册

― 62 ―



与
え
る
。
公
主
や
韓
厥
の
自
死
の
場
面
を
見
る
と
、
程
嬰
は
秘
密
が
露
見
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
人
を
信
用
せ
ず
死
に
追
い
や
る
人
物
の

よ
う
に
も
思
え
る
が
、
程
嬰
も
実
子
と
い
う
一
つ
の
命
を
棄
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
程
嬰
は
孤
独
で
あ
る
。
趙
世
家
で
は
、
韓
厥
が
生
き
て
お
り
、
程
嬰
が
孤
児
を
か
く
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
劇
中
で
は
真
相
を
知
っ
て
い
る
の
は
程
嬰
の
み
で
あ
り
、
屠
岸
賈
の
門
客
と
い
う
本
来
で
あ
れ
ば
不
本
意
な
境
遇
に

耐
え
る
こ
と
で
、
そ
の
孤
独
は
ま
す
ま
す
際
立
つ
の
で
あ
る
。

2　

屠
岸
賈
と
孤
児
の
ア
イ
ロ
ニ
ー

程
嬰
は
屠
岸
賈
の
や
し
き
に
門
客
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
息
子
の
程
勃
（
実
は
趙
氏
孤
児
（
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
と
武
に
秀
で
た
二
人
の
父

に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
。﹃
史
記
﹄
趙
世
家
に
は
、
程
嬰
は
孤
児
を
連
れ
て
山
中
に
隠
れ
た
（
原
文
：
程
嬰
卒
与
倶
匿
山
中
（
と
だ
け
記

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ち
が
い
は
き
わ
め
て
大
き
い（
（（
（

。

屠
岸
賈
と
孤
児
と
い
う
本
来
は
共
存
で
き
な
い
は
ず
の
二
人
が
同
じ
や
し
き
で
親
子
と
し
て
暮
ら
す
―
―
こ
の
状
態
が
二
十
年
続
い
た

（
19
（　

実
の
子
を
身
替
わ
り
に
し
て
死
な
せ
る
の
は
極
端
な
行
為
で
は
あ
る
が
、
屠
岸
賈
は
孤
児
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
赤
子
を
皆
殺
し
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
、
結
局
程
嬰
の
子
も
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
真
の
孤
児
を
差
し
出
さ
な
い
か
ぎ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
子
の
命
は
奪
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

（
20
（　
﹃
史
記
﹄
趙
世
家
で
は
、
復
讐
は
十
五
年
後
で
あ
る
。
程
嬰
は
そ
の
後
、
趙
武
が
成
人
を
迎
え
る
の
を
待
っ
て
、
泉
下
の
趙
盾
・
公
孫
杵
臼
に
報

告
す
る
と
言
っ
て
自
害
し
、
趙
武
は
三
年
の
喪
に
服
す
る
。

再
演
さ
れ
る
ド
ラ
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時
点
か
ら
第
四
折
は
始
ま
る
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
孤
児
と
屠
岸
賈
の
無
知
で
あ
る
。
屠
岸
賈
は
自
分
が
趙
氏
孤
児
を
殺
し

た
と
信
じ
て
お
り
、
趙
氏
孤
児
は
自
分
が
程
嬰
の
子
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
不
倶
戴
天
の
敵
と
も
言
え
る
二
人
に
は
、
実
は
、
こ
の
無

知
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
特
に
屠
岸
賈
は
、
孤
児
を
そ
れ
と
は
知
ら
ず
義
子
と
し
て
、
自
ら
得
意
の
武
芸
を
教
え
て
そ
の
上
達
を
喜
ん

で
い
る
。

観
客
（
読
者
（
が
こ
の
最
大
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
目
に
し
た
直
後
、
程
嬰
は
二
十
年
間
続
け
て
き
た
演
技
を
や
め
て
、
真
実
を
告
げ
る
。

無
知
が
知
に
転
ず
る
と
同
時
に
、
虚
偽
の
存
在
で
あ
っ
た
程
勃
／
屠
成
は
死
ん
だ
は
ず
の
趙
氏
孤
児
に
変
身
し
、
屠
岸
賈
へ
の
復
讐
を
決

意
す
る
。
つ
い
に
虚
偽
は
真
実
へ
、
死
は
生
へ
と
反
転
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

元
雑
劇
﹁
趙
氏
孤
児
﹂
は
、
歴
史
記
述
に
す
で
に
含
ま
れ
て
い
た
、
程
嬰
と
公
孫
杵
臼
に
よ
る
演
技
と
い
う
要
素
を
生
か
す
と
と
も

に
、
演
劇
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
追
求
し
て
構
成
を
考
え
、
登
場
人
物
を
造
型
し
た
作
品
で
あ
る
。

最
後
に
復
讐
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
い
え
、
復
讐
そ
の
も
の
が
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
至
る
過
程

こ
そ
が
ド
ラ
マ
な
の
で
あ
る
。
趙
氏
孤
児
の
命
を
救
い
、
成
人
に
な
る
ま
で
育
て
た
程
嬰
に
と
っ
て
は
、
演
じ
る
こ
と
が
生
き
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
本
劇
に
よ
っ
て
観
客
（
読
者
（
は
、
俳
優
の
演
技
を
見
る
の
み
な
ら
ず
、
俳
優
が
扮
す
る
程
嬰
の
演
技
を
も
見
る
と
い
う
二
重

の
演
劇
性
を
体
験
す
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
際
立
た
せ
る
の
が
、
劇
中
人
物
の
孤
独
と
無
知
で
あ
っ
た
。

孤
独
は
、
程
嬰
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
る
。
孤
児
が
生
き
の
び
る
に
は
、
死
ん
だ
こ
と
に
す
る
し
か
な
い
。
孤
児
は
人
目
を
あ
ざ
む
く
偽
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装
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
。
本
劇
で
は
、
悪
人
が
だ
ま
し
善
人
が
だ
ま
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
善
人
が
だ
ま
し
悪
人
が
だ
ま
さ
れ
る
。
た
だ

ひ
と
り
真
実
を
知
っ
て
い
る
程
嬰
に
と
っ
て
は
、
二
十
年
間
う
そ
を
つ
き
つ
づ
け
、
隠
し
と
お
す
こ
と
が
正
義
で
あ
っ
た
。
そ
の
長
き
に

わ
た
る
孤
独
な
生
が
、
直
接
的
に
描
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
第
三
折
と
第
四
折
の
転
換
に
よ
っ
て
観
客
（
読
者
（
に
感
得
さ
れ
る
。

一
方
で
、
無
知
を
体
現
す
る
の
が
孤
児
と
屠
岸
賈
で
あ
る
。
孤
児
は
、
敵
で
あ
る
屠
岸
賈
と
親
愛
の
う
ち
に
二
十
年
を
過
ご
し
て
い

た
。
孤
児
は
自
分
が
何
者
で
あ
る
の
か
わ
か
っ
て
い
な
い
。
屠
岸
賈
は
自
分
が
だ
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
無
知
の
大
い
な
る

特
徴
は
無
知
の
無
知
、
す
な
わ
ち
自
分
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
孤
児
と
屠
岸
賈
も
ま
た
、
自
覚
せ
ざ
る
孤
独
を
生
き
て
い
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
程
嬰
・
孤
児
・
屠
岸
賈
は
そ
れ
ぞ
れ
に
﹁
孤
﹂
性
を
身
に
ま
と
っ
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。
忠
孝
を
テ
ー
マ
と
す
る
い
か

に
も
﹁
中
国
的
﹂
な
作
品
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
孤
独
や
無
知
と
い
う
普
遍
的
な
人
の
あ
り
方
を
表
現
し
得
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ

っ
て
本
劇
は
、
洋
の
東
西
と
時
代
を
問
わ
ず
、
繰
り
か
え
し
演
じ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

死
こ
そ
が
生
で
あ
り
、
虚
偽
の
う
ち
に
真
実
が
ひ
そ
む
。
本
劇
は
、
演
技
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
と
死
、
真
と
偽
の
境
界
を
踏
み
こ

え
て
、
真
に
た
ど
り
着
く
劇
で
あ
る
。
歴
史
記
述
の
空
白
は
、
論
理
的
想
像
力
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
論
理
と
想
像
力
が
対

立
す
る
の
で
は
な
く
補
い
あ
い
な
が
ら
、
演
劇
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。﹁
趙
氏
孤
児
﹂
と
は
、
そ
の
演
劇
的
想
像
力
に
よ
る
歴
史
記
述
の

再
演
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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Logic and Irony in the Drama of  
the Orphan of Zhao趙氏孤児

Reiko HIROSE

The Orphan of Zhao is a masterpiece of Yuan drama. The story is based on 

the historical records on Jin 晋 state during the Spring and Autumn period, such 

as Chunqiu Zuoshizhuan 春秋左氏伝 and Shiji 史記.

The synopsis of the play is as follows. In the era of Duke Ling 霊公, General 

Tu’an Gu 屠岸賈 had the hatred towards Minister Zhao Dun 趙盾. Tu’an Gu in-

tended to kill every member of the family and the Zhao family faced the extinc-

tion. Under the conspiracy of Tu’an Gu, the last member Zhao Shuo 趙朔, the son 

of Zhao Dun, was falsely condemned and was forced to kill himself. His wife was 

pregnant then and gave birth to a boy after Zhao Shuo’s death. Cheng Ying 程嬰, 

who was the home doctor of Zhao family, hid the orphan in the medicine chest 

and took him out of the palace. Tu’an Gu, knowing that the orphan was hidden, 

decided to kill all infants in Jin if the orphan in the search was not found. Facing 

this situation, Cheng Ying consulted the retired minister Gongsun Chujiu 公孫杵

臼 and proposed a plan to save the life of the orphan. According to the plan, 

Cheng took his own son to Gongsun and then informed Tu’an Gu of his place, 

pretending that he was the orphan in the search. Tu’an Gu was deceived by their 

acting and killed the child whom he believed to be the orphan. Tu’an Gu was sat-

isfied and adopted Cheng Ying’s son, who is in fact, the orphan. After twenty 

years, Chen Ying told the orphan the truth. The orphan immediately carried out 
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his revenge.

Although the historical records serve as the outline source of the story, they 

do not provide details. The author discusses how this play successfully supple-

mented the lacking details with logical and plausible reasoning, in conjunction 

with addition of effective dramatic imagination. Along with the dramatic irony of 

Tu’an Gu who was unaware of the truth, the Orphan of Zhao has achieved the 

popularity as a well-constructed drama.  
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